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国内でのSNS利用の現状

インターネットでの

情報発信手段の使い分け
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• Facebook： 2,400万（2015年3月）

• Twitter： 3,500万 （2015年12月）

• LINE： 5,800万（2015年6月）

• Instagram他、各種サービスが乱立状態

国内SNSの利用者数
出典：【2016年最新】主要ソーシャルメディアのユーザー数まとめ | 株式会社ユニアド http://www.uniad.co.jp/260204

TwitterやLINEは若者向け、Facebookは大人向け？TwitterやLINEは若者向け、Facebookは大人向け？
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• LINE：個人向け、基本機能は無料

• LINE＠：法人・団体向け、有料

LINE / LINE@
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LINE@の料金体系（2016.7～）
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出所：LINE@公式ブログ「【重要】7月から新料金プランに変わります【追記あり】
http://blog.lineat.jp/archives/47670596.html」
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• 個人アカウントおよび法人・団体アカウント
の区別は基本的になし
– 法人・団体利用の場合“認証済み”とする事例あり

– 基本的に無料、有料サポートあり

Twitter
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Facebookの利用動向

出典） 【2015年保存版】ソーシャルメディアのデータまとめ一覧。ユーザー数から年齢層まで、SNS運用担当者は必見！
http://gaiax-socialmedialab.jp/socialmedia/368
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• Facebook ： 個人利用

• Facebookページ ： 企業・団体利用

• 利用料金は無料

• 団体名や商品、サービス名などでもOK

• 他人の個人ページに書き込みはできない

• 自分のFacebookページに投稿された書き込
みに対して、返信コメントが書ける

• 他のFacebookページに書き込みができる

Facebookページ
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• Facebookの広告が使える

• インサイト（アクセス数やいいね！数を調べ
る機能）が使える

• Facebookにログインしていない人でも閲覧
できる

• 投稿した内容は、YahooやGoogle等の検索
エンジンの検索対象になる（SEO効果あり）
– SEO（Search Engine Optimization）検索エン

ジン最適化

Facebookページ（続き）
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• ウェブサイト（ホームページ）
– 主目的：不特定多数へのデータ公開

– プル（pull）型＝必要としている人が情報を“取
りに来る”

• SNS
– 主目的：興味関心のある人への最新情報の発信

– プッシュ（push）型＝情報を“送り込む”

ウェブサイト / SNS / 既存メディア
との使い分け
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いずれの場合もいったん“見に来てもらう”必要ありいずれの場合もいったん“見に来てもらう”必要あり

広報誌や施設での告知等による周知が不可欠広報誌や施設での告知等による周知が不可欠
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宗像エリアでの事例
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Facebookページの管理体制

SNSにおけるリスク対策
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ページ管理者

• 1名以上必要＝複数名で管理・運用

• ページ作成者がまず管理者に

• 管理者が別のユーザを管理者に指定できる

• 管理者を好きなタイミングでやめられる（やめ
させられる）

• 管理者はページ自体を削除できる
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ページ管理者（続き）

• ページへの投稿は管理者のみ
– 画像、動画ファイルの投稿ができる

– PDFファイルは基本的に投稿できない

– 過去の投稿へのアクセスは時系列にさかのぼる

• 他の管理者が投稿した内容を修正、削除できる

• 投稿内容は投稿する管理者次第

• ページでの投稿内容は管理者名は非表示

最初は経験者・有識者を中心に、その後周りを巻き込んで展開最初は経験者・有識者を中心に、その後周りを巻き込んで展開
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そ
の
他
運
用
関
係
者
と
役
割
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出所： Facebookヘルプセンター 「ページの役割にはどんなものがありますか。どのようなことができますか。」
https://www.facebook.com/help/289207354498410



2016/7/11

11

K.Inenaga,2016

Facebookページでの投稿方針

コミュニティによる情報収集から
投稿まで

活動の組織体制づくり
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投稿方針をどうするか？

• 基本的にはウェブページ運用と同じ方針で
– 情報の収集方法もウェブページの場合と同様

– 肖像権、著作権 等には慎重さを

– 組織的に情報収集＆情報発信

• 団体としてのコメント（≠個人コメント）
– 文責の所在をいかに明確化するか？

– “炎上”（リスクマネジメント）への対応

– コメントを書かない勇気も必要？
本格的に立ち上げる前に、コミュニティとしての投稿方針を！本格的に立ち上げる前に、コミュニティとしての投稿方針を！

投稿方針の策定とともに試験的運用でノウハウ取得を投稿方針の策定とともに試験的運用でノウハウ取得を
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「日の里まつり盛り上げ隊」
「日の里ニュース」
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• コミュニティ活動への新たな層の取り込み
– 地域コミュニティへの関わりの薄い層（特に、若

年層や現役世代）

• 幅広い世代の協働による地域コミュニティ活
動の実現へ

1. 新たな地域情報発信手段の導入
– 若年層・現役世代向けの積極的情報発信

– SNS（Social Networking Service）の活用

2. 自主的な地域情報発信の実施
– 情報発信のための組織体制作り

本日のまとめ（その１）
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• インターネットでの情報発信手段（ウェブページ、
ブログ、SNS等）の使い分け
– Facebookページは団体としての情報発信手段として有効

• コミュニティによる地域情報の収集方法
– ウェブページ運用と同様、組織として収集を

• 地域情報発信のリスク対策 / 地域情報発信のための
組織体制づくり
– 複数名の管理者で（組織的に）

– 状況に応じ各種役割（管理者、編集者等）を増員

– ウェブページと同様に団体としてのコメント

– 文責の所在、リスク対応、コメントしない勇気も

本日のまとめ（その２）
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• 電子メール

inenaga@is.kyusan-u.ac.jp
• 研究室電話（直通）

092（673）5414

• 研究室ウェブサイト

http://www.is.kyusan-u.ac.jp/~inenaga/

お問い合わせ先
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